
催
し
、
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

（
委
員
長
“
岩
田
弘
三
ロ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド

社
長
）
が
企
画
・
開
催
し
た
も
の
で
十
月
三

十
日
（
金
）
か
ら
十
一
月
三
日
（
火
）
ま
で

の
五
日
間
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
最
大
の
繁
華
街
、

オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ロ
ー
ド
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
高

島
屋
を
会
場
に
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
中
心

に
二
十
一
社
・
団
体
が
出
展
し
た
。

十
月
三
十
日
（
金
）
の
午
前
九
時
三
十
分

よ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ

れ
、
在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
国
大
使
館
の
高

原
公
使
を
は
じ
め
、
兵
庫
県
下
か
ら
当
地
へ

の
進
出
企
業
関
係
者
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府

関
係
者
ら
約
百
名
が
、
神
戸
側
か
ら
は
、
上

島
達
司
神
戸
商
工
会
議
所
貿
易
部
会
長
、
岩

田
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
実
行
委
員
長
、
並

河
隆
志
神
戸
市
産
業
振
興
局
次
長
、
畑
岡
啓

二
郎
（
財
）
阪
神
・
淡
路
産
業
復
興
推
進
機

構
常
務
理
事
ら
が
参
列
し
、
華
や
か
に
開
会

を
祝
っ
た
。

昨
夏
以
来
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
や
ア
セ
ァ

ン
経
済
停
滞
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
中
、
五

日
間
の
会
期
で
昨
年
の
約
二
倍
に
あ
た
る
二

小原流本部とシンガポール支部の皆さん

神
戸
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
の
高
揚
と
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
を
目
的
に
ア
セ
ァ
ン
の
情
報
拠

点
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
二
回
Ⅱ
の
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア

が
開
催
さ
れ
た
。

当
フ
ェ
ア
は
神
戸
商
工
会
議
所
、
神
戸
市
、

（
財
）
阪
神
・
淡
路
産
業
復
興
推
進
機
構
が
主

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
神
戸
を
ア
ピ
ー
ル

神
戸
ブ
ラ
ン
ド
フ
エ
ア
卵
を
開
催

，

◆
ア
ジ
ア
・
レ
ポ
ー
ト
〈
１
〉
◆

大
橋
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
真
珠
四
千
六

百
個
を
使
っ
た
パ
ー
ル
ブ
リ
ッ
ジ
を
展
示
。

ま
た
、
パ
ー
ル
シ
テ
ィ
神
戸
協
議
会
の
詳
細

な
真
珠
の
パ
ネ
ル
展
示
等
も
あ
っ
て
、
真
珠

製
品
の
売
上
げ
に
貢
献
し
た
他
、
神
戸
に
本

拠
を
置
く
（
財
）
小
原
流
及
び
同
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
支
部
が
会
場
内
で
、
花
展
を
開
催
。
特

に
神
戸
か
ら
駆
け
つ
け
た
木
村
豊
礼
教
授
に

よ
る
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
生
け
花
実
演
は
反

響
を
呼
び
、
会
期
中
他
の
生
け
花
団
体
も
会

場
に
訪
れ
る
な
ど
集
客
効
果
も
高
く
、
文
字

ど
お
り
フ
ェ
ア
に
釜
ま
ぜ
添
え
て
い
た
。

ま
た
、
現
地
の
テ
レ
ビ
局
二
社
と
Ｆ
Ｍ
局

一
社
か
ら
取
材
が
あ
り
、
当
フ
ェ
ア
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
他
、
一
般
的
な
経

済
の
低
迷
と
は
別
に
、
現
地
の
所
得
格
差
の

大
き
さ
と
消
費
構
造
の
違
い
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
以
外
の
周
辺
地
域
か
ら
の
富
裕
層
の
来
訪

な
ど
も
あ
り
、
会
期
中
、
高
島
屋
内
の
専
門

店
等
の
売
上
増
に
も
貢
献
し
た
。

■
ブ
ー
ス
出
展
企
業

（
株
）
ア
ン
リ
・
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
工
．
（
株
）
か
ね
徳
．
（
株
）
伍

魚
福
・
住
友
ゴ
ム
工
業
（
株
）
・
田
崎
真
珠
（
株
）
・
Ｐ
Ｃ
Ｋ
協
議

会
。
（
株
）
山
勝
真
珠
・
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
瑚
排
（
株
）
．
（
株
）
ロ
ッ
ク

フ
ィ
ー
ル
ド

■
商
品
出
展
企
業

エ
ム
・
シ
ー
シ
ー
食
品
（
株
）
。
（
株
）
小
倉
屋
柳
本
・
オ
リ
バ
ー

ソ
ｉ
ス
（
株
）
。
（
株
）
菊
水
総
本
店
。
（
株
）
神
戸
酒
心
館
．
（
株
）

神
戸
同
月
堂
．
（
株
）
神
戸
ワ
イ
ン
・
高
嶋
酒
類
食
品
（
株
）
・

ト
ー
ラ
ク
（
株
）
．
（
株
）
本
神
戸
肉
森
谷
商
店
・
モ
ロ
ゾ
フ

（
株
）
・
六
甲
パ
タ
ー
（
株
）

■
協
力

（
財
）
中
内
力
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
振
興
財
団
．
（
財
）
小
原
流

５

十
七
万
五
千
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ド
ル
（
約
二
千

万
円
酌
１
Ｓ
ド
ル
Ⅱ
七
十
三
円
換
算
）
の
売
上

げ
を
記
録
。
特
に
真
珠
製
品
に
つ
い
て
は
出

展
企
業
二
社
あ
わ
せ
て
約
十
三
万
八
千
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
ド
ル
（
約
一
千
万
円
）
を
記
録
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
高
島
屋

の
タ
カ
シ
マ
ヤ
ス
ク
エ
ア
ー
に
お
け
る
日
本

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
昨
年
十
月
に
同
会

場
で
十
日
間
で
三
十
万
ド
ル
を
上
げ
た
札
幌

フ
ェ
ア
に
匹
敵
す
る
売
上
げ
と
な
り
、
神
戸

の
都
市
イ
メ
ー
ジ
の
高
揚
、
Ｐ
Ｒ
に
大
き
く

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
神
戸
の
企
業
が
掲
げ

る
生
活
提
案
や
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
商
品
が
ア
セ

ア
ン
の
拠
点
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い

て
広
く
受
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
を
示
し
た
。

会
期
中
、
集
客
の
目
玉
と
し
て
明
石
海
峡

賑わった神戸ブランドフェア会場
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神
戸
の
ぉ
、
嫁
さ
ん

し
と
や
か
に
美
し
く
厳
し
い
医
学
の
道
を
歩
む

ほ
り
の
ぞ
の
み
ず
え

堀
之
薗
瑞
恵
さ
ん
《
日
本
生
命
査
定
セ
ン
食
‐
査
定
医
長
》

5Ｐ

昌
圏
畠
①
弓
宮
邑
厨
亀
冨
皇
⑤
宏
邑
琴
⑦

推薦者伊･藤千代子
日本生命医長

鹿
児
島
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
、
大
学
病
院
で
内
科
医
と
し

て
勤
務
の
後
、
平
成
六
年
、
日

本
生
命
に
医
長
と
し
て
入
社
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
大
阪
淀
屋

橋
に
あ
る
本
社
の
査
定
部
門
で

御
活
躍
中
で
す
。
ど
う
見
て
も

お
医
者
様
と
は
見
え
な
い
、
し

と
や
か
さ
と
美
し
さ
…
い
か
に

も
お
嬢
様
然
と
し
た
、
お
っ
と

り
し
た
立
ち
居
ふ
る
ま
い
…
そ

の
姿
か
ら
は
、
御
両
親
を
始
め
、

周
囲
の
人
々
か
ら
常
に
愛
さ
れ

大
切
に
さ
れ
て
き
た
育
ち
の
良

さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

今
は
ゴ
ル
フ
に
夢
中
。
そ
し

て
英
会
話
、
ワ
イ
ン
…
と
、
何

に
で
も
好
奇
心
旺
盛
な
素
敵
な

折
紙
付
き
の
お
嬢
様
で
す
。

柵影／池田年夫東遊園地にて
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紳
戸
の
お
嫁
さ
ん

花
と
児
童
文
学
を
愛
す
る
お
嬢
さ
ん

福
本
由
紀
子
さ
ん
《
甲
南
女
子
大
学
研
修
員
》

言
閏
邑
の
冒
昌
⑫
⑦
二
⑦
皇
命
雰
邑
琶
の

Ｉ

6m8１

推薦者諸泉祐陽
専正池坊家元

Ｉ

撮影／米田英男

Q

埜

誼』

東遊園地にて

&

由
紀
子
さ
ん
は
英
国
レ
デ
ィ

ン
グ
大
学
大
学
院
に
留
学
、
児

童
文
学
を
専
攻
。
そ
の
後
甲
南

女
子
大
学
大
学
院
を
終
え
ら

れ
、
今
日
、
甲
南
女
子
大
学
研

修
員
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
児
童
文

学
を
研
究
し
て
お
ら
れ
る
、
素

晴
ら
し
い
キ
ャ
リ
ア
の
持
ち
主

で
す
。ほ
の
ぼ
の
と
し
た
暖
か
さ
で

周
囲
を
包
む
お
人
柄
は
、
長
年

お
稽
古
を
続
け
て
お
ら
れ
る
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
も

表
れ
て
い
ま
す
。
研
究
さ
れ
て

い
る
英
国
童
話
の
や
さ
し
さ
上

品
さ
が
、
花
た
ち
に
反
映
し
、

い
つ
も
穏
や
か
に
愛
ら
し
く
仕

上
が
る
の
で
す
。
セ
ン
ス
と
知

性
に
恵
ま
れ
た
由
紀
子
さ
ん

は
、
今
後
さ
ら
に
大
輪
の
花
を

咲
か
せ
続
け
る
こ
と
で
し
よ

－
つ
。
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愛華みれ

私
が
演
じ
る
の
は
、
オ
ッ
ペ
ケ
ペ
節
で
一
世

を
風
扉
し
た
川
上
音
二
郎
で
す
。
資
料
な
ど
を

読
ん
で
み
る
と
、
明
治
の
男
た
ち
は
、
私
が
想

像
し
て
い
た
以
上
の
と
ん
で
も
な
い
気
質
や
革

命
心
を
持
っ
て
い
た
ん
だ
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
鎖
国
で
、
洋
風
な
も
の
は
何
も
無
か
っ
た

の
に
、
取
り
入
れ
て
日
本
人
が
演
じ
る
も
の
に

変
え
、
自
分
の
物
に
し
て
出
す
力
は
す
ご
い
。

い
ま
考
え
る
と
、
と
て
つ
も
な
い
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
に
、
気
負
わ
ず
に
簡
単
に
「
や

っ
て
や
る
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
。

わ
た
し
も
宝
塚
を
よ
く
知
り
も
し
な
い
で
試
験

を
受
け
て
「
落
ち
た
ら
違
う
劇
団
を
受
け
た
ら

い
い
や
」
と
い
う
感
覚
だ
っ
た
の
で
近
い
も
の

は
感
じ
ま
す
。

「
夢
を
描
き
、
夢
の
翼
を
休
め
る
な
」
と
い
う

言
葉
が
好
き
で
、
自
分
の
中
に
掲
げ
続
け
て
い

る
ん
で
す
。
夢
を
見
続
け
る
に
は
純
粋
さ
が
無

い
と
で
き
な
い
。
現
実
に
も
打
ち
の
め
さ
れ
た

だ
ろ
う
け
れ
ど
、
音
二
郎
も
そ
ん
な
心
境
だ
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

稽
古
場
は
み
ん
な
が
手
探
り
状
態
で
す
け
れ

ど
、
個
々
に
話
す
と
す
ご
く
や
る
気
が
あ
り
ま

～１月宝塚大劇場・愛華みれトップお披露目公演～

宝塚大劇場

花組公演

１月１日～２月７日

｢夜明けの序曲』
植田紳爾作・監修

酒井澄夫演出

三木章雄演出

S席71500円

A席5,500円
B席3,500円

Reportタカラヅカ

5４

索崇』率☆

夢の翼で新生花組を引っ張る

川上音二郎・愛華みれ（左）
貞・大鳥れい

月組の真琴つばさ、雪組の轟悠

星組の稔幸とは同期生トップカ

ルテットになる

＃

す
ｃ

私
は
初
舞
台
も
花
組
だ
っ
た
の
で
、
他
の
組

と
比
べ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
個
性
は
大
切
に
す
る

組
で
す
ね
。
過
保
護
に
育
て
な
い
。
す
ご
い
人

が
出
て
く
る
と
、
み
ん
な
自
然
に
自
分
の
良
さ

を
見
つ
け
て
い
こ
う
と
す
る
の
で
、
自
分
ら
し

さ
が
育
っ
て
自
立
出
来
る
ん
だ
、
と
思
っ
て
い

ま
す
。団

体
に
な
る
と
引
っ
張
っ
て
い
く
人
は
必
要

な
ん
で
す
。
そ
の
人
が
弱
気
に
な
る
と
み
ん
な

も
不
安
に
な
る
。
光
り
輝
い
て
い
な
い
と
い
け

な
い
で
す
ね
。
ト
ッ
プ
と
い
う
の
は
、
大
黒
柱

と
し
て
デ
ー
ン
と
し
て
い
れ
ば
い
い
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

プ
レ
お
披
露
目
で
、
制
月
に
２
週
間
ほ
ど
全

国
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
ん
で
す
が
、
日
本
物
で
馬

に
乗
っ
て
登
場
す
る
シ
ー
ン
が
あ
っ
て
、
千
秋

楽
に
羽
根
を
背
負
っ
て
登
場
し
た
ら
、
下
級
生

に
「
こ
ん
な
ト
ッ
プ
は
見
た
こ
と
が
な
い
」
と

言
わ
れ
た
ん
で
す
。
も
っ
と
気
取
っ
た
方
が
い

い
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
が
鎧
に
な

っ
て
、
自
分
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
が
伝
え

ら
れ
な
く
な
る
の
は
嫌
で
す
ね
。

ト
ッ
プ
に
決
ま
り
は
な
い
し
、
い
ま
ま
で
の

１
９
９
９
年
の
幕
開
け
を
飾
る
宝
塚
歌
劇
は
、

花
組
公
演
室
佼
明
け
の
序
曲
』
で
あ
る
。

こ
の
公
演
で
花
組
に
新
し
い
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
が

誕
生
す
る
。
鹿
児
島
県
出
身
で
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
カ

ー
ド
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
も
お
な
じ
み
の
愛
華

み
れ
さ
ん
に
、
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
と
し
て
元
旦
か

ら
舞
台
を
務
め
る
心
境
、
抱
負
を
聞
い
た
。

方
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
出
し
て
こ
ら
れ

た
の
で
、
や
っ
て
い
く
う
ち
に
自
然
に
私
の
味

を
出
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
と

い
う
名
前
を
背
負
う
か
ら
に
は
、
自
覚
が
無
い

わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
各
組
ト
ッ
プ
５
人
の

表
現
方
法
は
違
っ
て
も
い
い
。
た
だ
、
や
る
か

ら
に
は
自
分
が
迷
わ
な
い
で
や
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
｜
並
び
の
縁
起
の
良
い
元
旦
か
ら
舞
台
に

立
つ
一
年
。
わ
た
し
自
身
が
自
分
を
探
っ
て
い

る
状
態
な
の
で
、
自
分
に
期
待
し
て
い
る
ん
で

す
。
自
分
を
追
い
詰
め
て
、
最
後
は
笑
っ
て
い

る
一
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
取
材
・
構
成
・
写
真
／
瀬
川
直
子
）
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亀

錫

笛盟

霊
叫
夫

ライ（真琴つば

友情と、貴族の‘

の恋を、激動のロ

訪
私

◆宝塚ＳＴＡＧＥギャラリー◆

ま、月組が『黒い瞳』と

日まで上演中。

スの「黒い瞳」では二コ

（紫吹淳）の骨太な男の

ニコライが身分違いのマーシャ(風花舞)と

き代の中で貫く清々しい生き方が描かれる。

口・ルージュ』では、人の心を揺さぶるリ

スシーンを作り出していく。

■一一ー

LＡＳＴＳＴＥＰＳ

２月7日の東京公涜千秋楽で退団する風花舞は、昨年の11月

21～23日の３日間、バウホールで有終の美となるダンス公

演を行った。

初舞台から抜群のテクニックで注目されてきたダンサーと

しての魅力が、キャリアを積んでより豊かになった表現力

により、ステ・ジに多彩なシーンを展開した。各組から選

抜された11名の男役のダンサーと共に、従来の宝塚の舞台

にはあまり登場しないファンキ・なダンスも取り混ぜ、完

全燃焼した。

蝋鹸

-Ｌ|国ロ
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Ｅ
も

へ,－１雨

,ある集い 須磨琴保存会一
一－－

Ｉ

ｉ茎昌』
（

#鴎

5６

守
り
育
て
る
、
平
安
の
風
雅
な
『
響
き
』

略一
・国r
略一
・国r

,鍵IＩＡ 鑓!＆》
鐸葵萄

一二理

Ｌ

ｂｒｆａ

一
枚
の
板
の
上
に
一
本
の
絃
を
張
っ
た
だ
け
の
素
朴
な

楽
器
「
須
磨
琴
」
。
平
安
の
昔
、
在
原
行
平
卿
が
須
磨
で

創
始
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
幕
末
の
一
時
期
愛
好

さ
れ
ま
し
た
が
、
近
年
に
は
す
っ
か
り
忘
れ
去
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
須
磨
寺
に
は
現
存
す
る
最
古
の
須
磨
琴
が
残
っ

て
い
ま
す
。
ゆ
か
り
の
須
磨
寺
で
是
非
こ
の
琴
を
復
興
し

た
い
と
前
管
長
小
池
義
人
が
保
存
会
を
設
立
し
た
の
は
三

十
数
年
前
の
こ
と
で
し
た
。
地
域
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
仲
間
に
呼
び

か
け
、
何
も
な
い
一
か
ら
出
発
の
活
動
で
し
た
が
、
発
足

時
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
の
ま
ま
仲
良
く
力
を
合
わ
せ
て
、
今

日
ま
で
頑
張
っ
て
お
り
、
活
発
な
演
奏
活
動
や
後
進
の
指

導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
が
あ
り
ま
し

た
が
心
を
一
つ
に
し
て
乗
り
越
え
、
現
在
、
会
員
数
三
百

余
名
。
全
国
一
の
一
絃
琴
集
団
に
成
長
し
ま
し
た
。

平
成
八
年
小
池
義
人
管
長
急
逝
。
こ
の
伝
統
あ
る
須
磨

琴
の
灯
を
消
さ
ぬ
様
に
と
、
後
援
会
を
お
つ
く
り
頂
き
ま

し
た
。
会
長
に
新
野
元
神
戸
大
学
学
長
、
副
会
長
に
貝
原

県
知
事
夫
人
、
笹
山
市
長
夫
人
が
ご
就
任
下
さ
い
ま
し
た
。

後
援
会
の
皆
様
の
精
神
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
支
え
を
失
っ

た
私
共
に
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

昨
春
東
京
で
の
演
奏
会
に
は
思
い
も
か
け
ず
皇
后
陛
下

の
行
啓
を
仰
ぎ
、
終
演
ま
で
御
鑑
賞
賜
り
ま
し
た
．
こ
れ

迄
一
筋
に
須
磨
琴
を
守
り
続
け
て
き
た
私
達
へ
の
御
褒
美

と
、
こ
の
感
激
を
誇
り
と
し
て
今
後
も
精
進
を
続
け
よ
う

と
誓
い
合
っ
て
お
り
ま
す
．

（
小
池
美
代
子
）

唖一

↓i蕊割
唖

i皇
弓

浦徳子

ロ■－P｡｡_

識
右よ 小池美代子、山崎八重子

窟冒
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一

港
街
に
潤
い
と
親
し
み
を
求
め
て
十
二
年

ある』集 い 港を考える会一霊墨鯉戸－－

神戸の夜景をバックにクルーズするのは最高の気分

全
員
が
行
儀
よ
く
納
ま
っ
て
い
て
、
ま
る
で
修
学
旅
行

の
記
念
写
真
の
よ
う
な
こ
れ
（
写
真
上
）
は
、
去
る
十
一

月
八
日
、
快
晴
の
神
戸
港
を
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
し
て
、
こ
れ

か
ら
人
気
の
ク
ル
ー
ズ
船
「
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
号
」
（
二
一

三
八
ト
ン
）
に
乗
り
込
む
直
前
の
写
真
で
す
。
船
内
で
は

安
田
進
さ
ん
、
藤
本
篤
志
さ
ん
、
三
宅
勲
・
慶
子
さ
ん
、

衣
笠
周
司
さ
ん
に
皆
勤
賞
表
彰
を
行
い
、
中
華
料
理
と
ワ

イ
ン
で
交
歓
会
。
百
万
ド
ル
の
夜
景
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ポ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
（
観
察
会
）
は
二
十
回

目
で
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
六
十
一
年
十
月
の
第
一
回
か
ら

数
え
て
で
す
。
途
中
あ
の
大
震
災
の
年
は
催
せ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
翌
年
の
平
成
八
年
四
月
か
ら
、
残
っ
て
い
た
参

加
者
リ
ス
ト
を
探
し
出
し
て
呼
び
掛
け
、
旧
居
留
地
や
港

の
復
興
過
程
を
、
そ
の
地
域
に
足
を
踏
み
入
れ
て
観
察
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
延
べ
一
五
五
○
名
を
数
え
ま
す
。

神
戸
港
を
考
え
る
会
の
理
念
は
〃
も
っ
と
港
に
潤
い
と

親
し
み
を
求
め
、
且
つ
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
。

そ
の
提
言
を
行
う
〃
で
す
。
発
足
は
昭
和
六
十
一
年
九
月

で
し
た
。
「
港
が
分
り
に
く
い
」
「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
で
き
な

い
」
「
古
い
建
物
が
好
き
」
な
ど
の
声
を
吸
収
し
て
、
港

を
歩
き
、
旧
神
戸
商
工
会
議
所
ビ
ル
の
保
存
運
動
か
ら
開

始
。
メ
リ
ケ
ン
地
蔵
の
洞
の
再
建
も
手
掛
け
、
平
成
九
年

か
ら
港
に
松
を
植
え
、
地
蔵
の
洞
も
点
灯
し
ま
し
た
．
も

っ
と
人
に
愛
さ
れ
る
港
の
た
め
に
二
十
一
回
目
の
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
を
今
春
に
催
し
ま
す
。
会
員
も
募
集
中
で
す
。

壷
０
７
８
．
３
３
３
．
１
８
９
２
ま
で
（
角
本
稔
）

5７
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九
十
八
年
度
の
動
物
愛
護
週
間
（
九
月
二

十
～
二
十
六
日
）
の
一
環
と
し
て
神
戸
市
動

物
愛
護
協
会
か
ら
、
子
ゾ
ウ
坐
迂
か
た
ど
っ
た

動
物
愛
護
の
像
「
な
か
よ
し
」
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。ゾ
ウ
の
背
に
男
の
子
と
女
の
子
が
の
っ
た

「
な
か
よ
し
の
像
」
。
そ
の
出
来
ば
え
に
、
ふ

と
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
神
ち
ゃ
ん
が
駆
け
ま

わ
る
姿
が
浮
か
ん
で
き
た
の
で
す
。

「
神
ち
ゃ
ん
、
大
き
く
な
っ
た
わ
ね
！
」

ガ
タ
、
ガ
タ
、
ガ
タ
。

オ
リ
を
ゆ
す
っ
て
あ
い
き
ょ
う
を
ふ
り
ま

く
人
工
育
ち
の
神
ち
ゃ
ん
に
は
と
て
も
フ
ァ

ン
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

日
本
で
初
め
て
人
工
で
育
っ
た
の
は
姉
の

チ
ェ
リ
ー
ち
ゃ
ん
。
つ
ぎ
に
双
児
の
弟
、
金

ち
ゃ
ん
と
銀
ち
ゃ
ん
。
そ
し
て
末
っ
子
に
神

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

姉
の
チ
ェ
リ
ー
ち
ゃ
ん
の
時
と
ち
が
っ
て
、

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
大
普
及
。
オ
シ
メ
を
つ
け
、

輔
乳
ピ
ン
で
乳
士
と
の
む
神
ち
ゃ
ん
を
入
園
者

の
方
々
に
見
て
頂
く
た
め
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

の
保
育
室
を
動
物
園
入
口
附
近
に
設
け
た
の

が
、
こ
の
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。
（
一
九
七
五

年
）

ＺＯＯＭ工ＮＺＯＯ
鎮魂の"なかよし像,, 亀井一成の

ズームインズ

圃目

王子動物園の入口を入ってすぐの所でお客さんを迎える「なかよしの像」

神ちゃんフィーバーの当時、ひとめ見よ
うと皆が王子動物園に押し寄せた

［
毎
週
き
て
下
さ
っ
た
、
あ
の
お
子
さ

ん
は
い
ま
！
］

ラジオ関西春川さんにも抱いてもら
ってごきげん

劃鶴咳

i繍蕊

週
に
一
度
、
必
ず
、

「
神
ち
ゃ
ん
、
神
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ん
で
下
さ
る
お
母
さ
ん
な
の
に
、
ボ
ク

の
姿
を
見
る
な
り
、
立
ち
去
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
が
半
年
も
す
ぎ
た
頃
で
し
た
。
ぱ
っ

た
り
お
会
い
で
き
た
の
で
、
お
礼
を
ひ
と
言

申
し
上
げ
た
ら
、

「
カ
メ
イ
さ
ん
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
帰
り
、
テ

レ
ビ
で
見
て
た
神
ち
ゃ
ん
を
見
せ
に
き
ま
し

た
ら
、
自
閉
症
の
こ
の
子
が
神
ち
ゃ
ん
を
追

い
、
と
て
も
興
味
を
示
す
の
で
す
…
」

そ
の
後
も
ず
っ
と
神
ち
ゃ
ん
を
見
に
き
て

下
さ
っ
て
い
た
こ
と
。

盲
学
校
送
迎
バ
ス
停
で
よ
く
我
が
家
の
イ

ヌ
の
ノ
ン
ノ
ン
を
な
で
て
下
さ
っ
た
こ
と
か

ら
、
神
ち
ゃ
ん
を
励
ま
し
に
き
て
下
さ
っ
た
、

お
母
さ
ん
と
男
の
子
。
じ
っ
と
抱
か
れ
て
た

神
ち
ゃ
ん
に
や
さ
し
く
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
、
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Ｌ｣

蝿

雨目

ボ
ク
は
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
お
方
は
立
派

に
成
人
さ
れ
、
有
名
な
オ
ペ
ラ
歌
手
に
な
ら

れ
て
い
ま
す
。

『
ボ
ク
は
吹
田
山
田
第
三
小
学
校
五
年
生
で
す
。

神
ち
ゃ
ん
は
ハ
ッ
ピ
ー
と
い
う
お
母
さ
ん
を

亡
く
し
て
つ
ら
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
ぼ
く
も

そ
の
気
持
わ
か
る
ん
や
。

ど
っ
ち
も
母
さ
ん
な
し
で
が
ん
ば
ろ
う
。

で
も
神
ち
ゃ
ん
は
亀
井
一
成
父
ち
ゃ
ん
と
い

う
、
こ
う
え
ん
か
い
も
す
る
り
っ
ぱ
な
父
ち

ゃ
ん
が
い
る
か
ら
い
い
や
ん
か
。
が
ん
ぱ
れ

よ
神
ち
ゃ
ん
！
永
田
健

と
こ
ろ
で
サ
イ
ン
を
下
さ
い
員
原
文
の
ま
ま
）

そ
し
て
彼
は
、
と
き
お
り
同
級
生
と
動
物

園
に
き
て
は
ボ
ク
と
記
念
撮
影
も
し
ま
し
た
。

［
神
ち
ゃ
ん
、
ボ
ク
も
母
さ
ん
亡
く
し

た
の
…
］

5９

案内図の前で。ヒマラヤ杉の木が右手にありました

と
こ
ろ
が
、
は
た
と
音
信
が
と
だ
え
、
八
年

の
歳
月
が
流
れ
た
あ
る
日
、

「
カ
メ
イ
さ
ん
、
永
田
で
す
。
覚
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
」

十
二
月
の
末
、
寒
風
の
中
素
足
の
、
一
八

○
セ
ン
チ
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
い
か
に
も
頑

強
な
大
男
が
、
飼
育
事
務
所
を
た
ず
ね
て
き

ま
し
た
が
、
ボ
ク
の
記
憶
は
小
五
の
童
顔
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

「
カ
メ
イ
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
〃
神
ち
ゃ
ん
の

日
記
〃
の
本
と
手
紙
を
も
っ
て
い
ま
す
…
」

〃
エ
ッ
、
あ
の
永
田
君
が
ｌ
〃

「
あ
れ
か
ら
中
学
の
こ
ろ
父
が
福
井
に
娠
勤
し
、

ボ
ク
の
夢
は
〃
京
大
で
ア
メ
フ
ト
を
や
り
た

い
！
も
し
合
格
し
た
ら
神
ち
ゃ
ん
に
報
告
に

行
こ
う
〃
と
い
う
事
で
し
た
。
し
か
し
、
父

子
家
庭
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
進
学
塾
な
ど

行
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
て
自

力
で
、
こ
の
ほ
ど
夢
の
ア
メ
フ
ト
部
員
に
な

婆蕊難
句1

かわいいファンとパチリＩ右上がゾウ舎

そ
し
て
、
神
ち
ゃ
ん
の
オ
シ
メ
を
取
り
か

え
る
さ
な
か
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
木
の
根
元
で
、

「
カ
メ
イ
は
ん
、
ワ
シ
と
い
っ
し
ょ
や
！
」

と
祖
母
の
世
話
に
手
が
と
ら
れ
長
男
の
オ
シ

メ
を
取
り
か
え
は
じ
め
た
細
井
さ
ん
（
尼
崎

市
塚
口
町
の
細
井
体
育
教
室
・
体
操
に
よ
る

精
神
発
達
）
の
こ
と
…

神
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
共
に
父
親
ジ
ョ
ニ
ー
の

い
る
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
舎
に
移
っ
た
あ
と
は
、

数
多
い
リ
ス
ザ
ル
一
家
を
長
ら
く
飼
育
し
た

こ
と
…
ま
た
、
は
る
か
北
に
王
子
動
物
園
初
の
ゾ
ウ

舎
、
摩
耶
子
と
諏
訪
子
が
木
造
の
家
か
ら
鉄

筋
の
ゾ
ウ
舎
に
入
居
し
た
と
き
の
こ
と
…

時
は
流
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
命
に
み
な
さ

ん
一
生
懸
命
で
し
た
。
神
ち
ゃ
ん
は
満
十
一

年
と
短
い
生
涯
で
し
た
が
、
い
ま
も
な
お
、

多
く
の
フ
ァ
ン
の
方
々
が
立
派
に
成
人
し
て

動
物
園
を
訪
ね
て
下
さ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
、
神
ち
ゃ
ん
た
ち
。

あ
り
が
と
う
、
な
か
よ
し
の
像
さ
ん
。

「
そ
れ
、
外
に
出
て
い
い
よ
！
」

朝
夕
の
掃
除
に
は
外
に
駆
け
出
て
ヒ
マ
ラ

ヤ
杉
に
の
ぼ
っ
た
り
、
す
ぐ
前
の
売
店
に
出

か
け
た
り
、
ホ
ー
キ
や
チ
リ
ト
リ
が
持
ち
た

く
て
、
ま
つ
わ
り
つ
く
神
ち
ゃ
ん
。
水
道
ホ

ー
ス
を
持
た
せ
ば
、
ジ
ャ
、
ジ
ャ
ー
、
け
つ

こ
う
と
ば
す
ん
で
す
。

い
ま
、
な
か
よ
し
像
の
辺
り
を
駆
け
ま
わ

る
神
ち
ゃ
ん
が
…

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

直
立
不
動
の
永
田
君
の
眼
に
涙
が
光
っ
て

い
ま
し
た
。

「
カ
メ
イ
さ
ん
、
父
も
亡
く
な
り
ボ
ク
ひ
と
り

な
の
で
す
。
神
ち
ゃ
ん
に
は
と
て
も
心
を
な

ご
ま
さ
れ
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
遅
く
な

り
ま
し
た
が
、
神
ち
ゃ
ん
に
報
告
に
き
た
ん

で
す
…
」

［
な
か
よ
し
像
の
そ
ば
に
あ
る
ヒ
マ
ラ

ヤ
杉
が
大
木
に
］

、テレ割鱗宣ビス

議鍾
議し議示篭幾！’

動物園は心の学校

オリの中からのメッセージ
ポプラ社

定価1200円（税別）
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フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
デ
美
術
館
も
「
収
蔵
作

品
貸
し
出
し
不
可
」
と
い
う
美
術
館
の
一
つ
。

そ
の
コ
ン
デ
ヘ
「
何
と
か
ご
無
理
を
き
い
て

い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
打
診
し
た

こ
と
が
あ
る
。

実
は
私
が
廻
年
余
勤
め
た
の
が
姫
路
市
立

美
術
館
。
開
設
に
際
し
〃
基
礎
づ
く
り
を
手

伝
え
〃
と
い
う
こ
と
で
開
館
直
前
に
民
間
人

か
ら
公
務
員
へ
転
籍
し
た
。
す
べ
て
が
白
紙

か
ら
の
出
発
ｌ
と
い
う
新
し
い
美
術
館
の
運

営
は
、
や
は
り
そ
れ
な
り
に
し
ん
ど
く
は
あ

っ
た
が
、
ま
た
そ
れ
な
り
に
大
い
に
や
り
甲

斐
も
あ
っ
た
。
（
思
え
ば
館
の
全
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
よ
く
が
ん
ば
っ
た
も
の
だ
。
）
当
然

や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
〃
地

方
の
美
術
館
〃
に
埋
没
し
て
し
ま
わ
ぬ
た
め

の
姫
路
独
自
色
の
打
ち
出
し
。
国
内
関
係
で

は
、
そ
れ
ま
で
余
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

郷
土
の
先
人
美
術
家
た
ち
の
佳
品
展
観
に
よ

る
顕
彰
、
ま
た
「
美
は
姫
路
に
」
と
題
し
て

美
術
館
は
そ
れ
ぞ
れ
に
収
蔵
品
を
持
っ
て

い
る
。
そ
れ
ら
を
常
時
あ
る
い
は
適
時
陳
列

し
て
鑑
賞
に
供
す
る
の
が
美
術
館
の
目
的
の

一
つ
で
あ
る
が
、
展
示
の
意
図
に
よ
っ
て
は

自
館
所
蔵
品
以
外
の
作
品
を
他
の
館
（
な
い

し
は
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
、
あ
る
い
は
作
家
自

身
）
か
ら
借
用
し
て
並
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
も
あ
る
。
現
在
の
日
本
の
公
立
美
術

館
の
大
部
分
は
、
年
間
平
均
数
回
の
企
画
展

を
実
施
し
て
美
術
普
及
に
努
力
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
展
観
の
ね
ら
い
に
合
わ
せ
て
数
多

く
の
館
か
ら
作
品
を
借
用
し
な
が
ら
成
立
さ

せ
る
場
合
が
多
い
。
（
も
ち
ろ
ん
外
部
一
館
の

所
蔵
品
を
い
っ
せ
い
に
並
べ
て
、
そ
こ
の
方

針
な
り
意
図
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
を
目
的
に

し
た
展
覧
会
だ
っ
て
あ
り
得
る
。
）
つ
ま
り
、

通
常
は
お
互
い
に
収
蔵
作
品
を
貸
し
た
り
借

り
た
り
し
な
が
ら
、
美
術
館
同
士
助
け
合
っ

て
い
る
わ
け
だ
。
だ
か
ら
当
然
、
海
外
へ
お

願
い
す
る
こ
と
だ
っ
て
出
て
く
る
。

篭
縮
評
議
儲
葬
謝

風
Ｉ

作
品
絶
対
に
貸
し
ま
せ
ん
！

も
ち
ろ
ん
、
作
品
を
借
用
す
る
際
に
は
大

変
に
気
を
使
う
。
当
然
だ
。
そ
し
て
実
は
貸

す
側
も
そ
れ
な
り
に
気
を
使
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
（
こ
れ
は
か
つ
て
公
立
美
術
館
の
副
館

長
を
務
め
た
経
験
か
ら
申
し
上
げ
て
い
る
わ

け
だ
が
。
）
そ
れ
だ
け
に
、
時
に
は
「
残
念
な

が
ら
お
貸
し
で
き
ま
せ
ん
」
と
断
ら
れ
る
こ

と
も
…
。
あ
れ
、
確
か
何
年
か
前
に
は
ど
こ

そ
こ
の
美
術
館
へ
あ
の
作
品
を
貸
し
出
さ
れ

た
は
ず
な
の
に
、
と
こ
ち
ら
で
思
っ
て
も
、

す
べ
て
は
相
手
様
次
第
。
作
品
の
傷
む
の
を

恐
れ
て
外
部
へ
貸
す
の
を
控
え
た
い
と
い
う

意
図
も
あ
れ
ば
、
貸
し
て
は
あ
げ
た
い
が
絵

の
傷
み
が
少
々
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
の
で
修

復
す
る
ま
で
ダ
メ
、
と
い
う
場
合
な
ど
も
あ

ろ
う
。
一
番
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
「
当

館
の
作
品
は
一
切
貸
し
出
し
致
し
ま
せ
ん
」

と
明
言
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
い
わ
ば
そ
れ
は

仕
方
の
な
い
こ
と
。

◇
》

一
室
○
一

コ
ン
デ
美
術
館
（
フ
ラ
ン
ス

6０

シャンティイ城

鰯 竃頭＃
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三
の
美
術
関
係
者
に
出
会
い
驚
い
た
が
、
当

然
非
常
に
嬉
し
く
も
あ
っ
た
。
）
ま
た
姉
妹
都

市
の
母
国
の
一
つ
、
ベ
ル
ギ
ー
の
現
代
美
術

展
を
日
本
側
企
画
と
し
て
は
初
め
て
の
も
の

を
組
み
立
て
、
国
内
四
カ
所
で
展
観
し
た
り
。

実
は
コ
ン
デ
美
術
館
へ
の
申
し
入
れ
も
、
姫

路
と
の
ご
縁
を
頼
り
に
し
て
厚
か
ま
し
く
ア

タ
ッ
ク
し
た
の
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
姫
路
市
に
は
美
し
い
国
宝
・
白
鷺

城
が
あ
り
、
一
九
九
三
年
世
界
文
化
遺
産
の

国
内
第
一
号
に
指
定
さ
れ
て
外
国
で
も
徐
々

に
宣
伝
さ
れ
始
め
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
四

の
各
地
名
品
に
よ
る
集
積
公
開
な
ど
。
海
外

作
品
で
は
姉
妹
都
市
五
市
（
姫
路
市
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
北
米
、
南
米
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
五
地
方
に
一
市
ず
つ
姉
妹
都
市

を
持
っ
て
い
る
）
の
美
術
館
か
ら
絵
画
作
品

を
借
り
出
し
て
一
堂
に
並
べ
た
。
国
内
に
複

数
の
海
外
姉
妹
都
市
を
持
つ
市
は
数
多
い
が
、

そ
の
す
べ
て
の
相
手
都
市
か
ら
時
代
を
貫
く

当
地
美
術
作
品
を
借
用
し
て
同
時
に
展
観
し

た
の
は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
姫
路
市
の
み
の

は
ず
。
（
後
日
、
そ
の
時
の
カ
タ
ロ
グ
を
外
国

の
美
術
館
資
料
室
な
ど
で
見
た
と
い
う
二
、

年
前
の
一
九
八
九
年
、
パ
リ
近
郊
シ
ャ
ン
テ

ィ
イ
の
街
の
美
し
い
城
と
姉
妹
城
提
携
を
し

日
仏
両
国
、
文
化
交
流
の
一
端
を
担
っ
て
き

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
城

内
に
あ
る
の
が
コ
ン
デ
美
術
館
。
（
姫
路
市
立

美
術
館
は
城
公
園
内
に
あ
る
。
）
ル
ネ
サ
ン
ス

様
式
の
建
築
自
体
も
芸
術
品
だ
が
、
美
術
館

が
収
蔵
す
る
品
々
が
名
作
ぞ
ろ
い
。
著
名
な

絵
画
、
十
五
世
紀
初
頭
の
「
ペ
リ
ー
公
時
祷

書
」
、
ポ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
「
酔
い
」
、
ラ
フ
ァ

エ
ロ
「
三
美
神
」
、
プ
ッ
サ
ン
「
罪
な
き
者
の

虐
殺
」
、
ア
ン
グ
ル
「
ド
ウ
ヴ
ォ
セ
ー
」
（
こ

際i識Ｉ

園
ロ

の
女
性
像
は
〃
ア
ン
グ
ル
の
モ

ナ
・
リ
ザ
〃
と
呼
ば
れ
て
い

る
）
な
ど
を
筆
頭
に
美
術
を
愛

す
る
者
に
は
垂
涯
（
す
い
ぜ
ん
）

の
的
と
な
る
秀
品
が
ず
ら
り

…
。
も
ち
ろ
ん
い
ず
れ
も
日
本

未
公
開
。

こ
の
美
術
館
の
創
始
者
は
十

九
世
紀
半
ば
の
当
主
オ
マ
ー
ル

公
（
代
々
の
領
主
コ
ン
デ
家
の

一
人
）
で
、
彼
の
死
後
も
熱
心

に
集
め
ら
れ
た
美
術
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
が
共
和
制
国

家
に
定
着
し
た
際
、
城
館
と
も

ど
も
国
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
た
だ

し
「
館
内
の
美
術
品
は
一
切
城

外
へ
持
ち
出
さ
ぬ
こ
と
」
を
条

件
に
し
て
。
そ
し
て
目
下
は
う

コンデ美術館の入口

ラ
ン
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
管
轄
下
に
あ
っ
て

厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

返
事
は
、
予
期
し
た
通
り
の
「
申
し
わ
け

な
い
が
、
ノ
ン
」
で
あ
っ
た
。

◇

世
界
の
美
術
館
の
中
に
は
、
コ
ン
デ
同
様

〃
門
外
不
出
〃
を
か
た
く
な
に
実
践
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
何
館
か
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で

見
事
な
の
だ
が
、
か
つ
て
コ
ン
デ
と
よ
く
併

称
、
比
較
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
バ
ー
ン
ズ
美

術
館
（
〃
印
象
派
の
宝
庫
〃
の
異
名
を
持
つ
）

が
永
年
の
徒
を
破
り
、
数
年
前
に
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
パ
リ
・
オ
ル
セ

ー
美
術
館
、
東
京
・
国
立
西
洋
美
術
館
の
三

カ
所
で
初
め
て
公
開
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

財
団
法
人
ゆ
え
の
建
物
補
修
、
作
品
修
復
な

ど
の
経
費
確
保
、
つ
ま
り
美
術
館
維
持
を
名

目
に
し
て
。
同
館
は
訪
館
者
に
対
し
て
も
〃

予
約
制
〃
か
つ
〃
入
館
者
数
制
限
〃
の
厳
し

い
規
制
を
、
コ
レ
ク
タ
ー
・
バ
ー
ン
ズ
氏
死

去
後
も
ず
う
っ
と
厳
守
し
て
き
て
い
た
の
で

あ
る
。
美
術
館
の
世
界
の
雪
融
け
現
象
？

何
は
と
も
あ
れ
美
術
愛
好
家
連
に
は
う
れ

し
い
仕
儀
と
は
な
っ
た
の
だ
が
。

た
だ
し
コ
ン
デ
美
術
館
は
、
国
家
運
営
を

バ
ッ
ク
に
、
現
在
も
依
然
「
貸
し
出
し
絶
対

不
可
」
を
遵
守
し
て
い
る
。
〃
観
た
い
な
ら
、

そ
ち
ら
が
こ
こ
へ
や
っ
て
来
な
さ
い
〃

こ
れ
は
、
も
う
見
事
と
い
う
べ
き
か
。
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鍵

あ
あ
退
屈
、
と
思
っ
た
瞬
間
、
持
っ
て
い
た
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
の
先
端
で

ぶ
ち
っ
、
と
音
が
し
、
芯
が
跳
ん
だ
。

聞
こ
え
な
い
よ
う
舌
打
ち
し
、
わ
た
し
は
親
指
で
ペ
ン
の
頭
を
二
度
叩
く
。

そ
こ
に
は
奇
妙
な
二
等
身
の
動
物
が
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
を
真
上
か
ら
で
は

な
く
斜
め
か
ら
ノ
ッ
ク
す
れ
ば
芯
が
出
る
。
昨
日
の
客
が
置
き
忘
れ
て
い
っ
た

そ
の
ペ
ン
の
、
ボ
デ
ィ
に
並
ぶ
青
い
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
お
そ
ら
く
そ
の
動
物

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
だ
ろ
う
。
カ
プ
リ
コ
ン
・
ジ
ョ
ニ
ー
。
頭
に
つ
い
て
い

る
ふ
た
つ
の
角
と
そ
の
名
前
か
ら
す
る
と
、
動
物
は
山
羊
で
あ
る
ら
し
い
。
な

る
ほ
ど
普
通
ど
お
り
に
上
か
ら
ノ
ッ
ク
し
た
の
で
は
尖
っ
た
角
が
親
指
に
刺
さ

り
、
た
い
そ
う
痛
い
思
い
を
す
る
こ
と
に
な
る
に
違
い
な
い
。

「
あ
の
、
そ
れ
で
」

テ
ー
ブ
ル
の
対
面
か
ら
女
が
こ
わ
ご
わ
と
声
を
か
け
、
わ
た
し
は
我
に
返
る
。

三
十
六
歳
の
専
業
主
婦
。
結
婚
し
て
十
年
に
な
る
が
子
供
は
な
い
と
の
こ
と
。

一
月
三
十
日
生
ま
れ
で
名
前
の
総
画
数
三
十
、
そ
し
て
彼
女
が
占
っ
て
ほ
し
い

本
体
で
あ
る
夫
の
方
の
画
数
は
…
…
。
そ
う
そ
う
、
そ
れ
を
計
算
す
る
た
め
、

わ
た
し
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
手
に
し
た
の
だ
っ
た
。

神
γ
郷
碕
？
雁
上
彼
拡
り
宴
卜
蕊
ソ
ー

ｌ
そ
の
１
．
山
羊
座
の
あ
る
Ｈ
１

頭
の
上
の
カ
ブ
、
ノ
コ
ン

玉
岡
か
お
る
イ
ラ
ス
ト
題
字
／
高
漬
浩
子

’
八
、
七
、
五
、
十
の
奇
数
の
サ
ン
ド
で
、
ご
主
人
も
三
十
画
で
す
ね
」

山
羊
の
頭
を
動
か
し
な
が
ら
、
わ
た
し
は
淡
々
と
紙
の
上
に
文
字
を
滑
ら
す
。

「
そ
れ
で
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
夫
は
私
の
も
と
に
帰
っ
て
き
ま
す
か
」

わ
ず
か
十
分
そ
こ
ら
の
対
談
な
の
に
、
女
は
と
ん
で
も
な
い
重
大
ご
と
を
、

ま
る
で
通
販
の
パ
ン
ス
ト
の
品
質
で
も
尋
ね
る
み
た
い
に
問
い
か
け
る
。

「
駄
目
で
す
か
ね
。
男
は
み
ん
な
、
若
い
女
の
方
が
い
い
ん
で
す
も
の
ね
」

あ
な
た
、
よ
く
わ
か
っ
て
る
、
男
っ
て
そ
う
い
う
も
の
で
す
よ
。

し
か
し
そ
う
は
言
わ
ず
に
わ
た
し
は
営
業
用
の
せ
り
ふ
を
繕
っ
た
．

「
大
丈
夫
、
彼
も
律
儀
な
男
で
す
。
今
日
を
中
心
に
三
日
以
内
に
動
き
が
あ
り

ま
す
よ
。
ほ
ら
、
彼
の
周
辺
の
星
の
運
行
の
こ
こ
に
」

山
羊
の
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
の
動
く
先
を
、
食
い
入
る
よ
う
に
み
つ
め
る
女
。

三
十
分
で
五
千
円
と
い
う
占
い
料
は
、
彼
女
に
と
っ
て
は
決
し
て
安
く
は
な
い

は
ず
だ
。
し
か
し
わ
た
し
に
は
、
そ
の
金
は
た
い
し
た
収
入
で
は
な
い
．
だ
か

ら
ど
う
し
て
も
こ
の
手
合
い
の
平
凡
な
相
談
に
は
手
抜
き
に
な
る
。
今
日
の
と

こ
ろ
は
彼
女
に
わ
ず
か
で
も
希
望
を
持
た
せ
る
と
こ
ろ
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
だ
ろ

一
つ
○

坪
翁
醗

②
徹
●
一
切

？
匂

’
。
●
。
●

侭

旬。

Ｑ
ＰＵ

◆

ノ

●
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忠

B掘

セ
イ
ン
ト

Ｓ
ｔ
・
サ
ー
ラ
と
い
う
わ
た
し
の
名
前
は
、
パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト
の
星
占
い
や

朝
の
ラ
ジ
オ
番
組
、
そ
れ
に
週
に
一
度
の
新
聞
の
夕
刊
と
四
本
の
女
性
誌
を
見

れ
ば
わ
か
る
程
度
に
売
れ
て
い
る
。
名
を
明
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
客
の
中

に
は
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
政
界
の
大
物
や
大
企
業
の
社
長
、
億
の
金
を
動
か

し
て
い
る
投
資
家
な
ど
も
い
て
、
顧
問
料
以
外
の
お
い
し
い
思
い
に
供
さ
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
。
そ
れ
ら
が
自
信
に
な
っ
て
今
わ
た
し
を
さ
さ
え
て
い
る
。

「
安
心
し
て
い
い
で
す
よ
。
彼
も
今
大
き
く
揺
れ
て
い
ま
す
。
辛
抱
強
く
待

つ
者
の
勝
利
で
す
。
そ
の
間
、
あ
な
た
自
身
を
磨
く
努
力
が
大
切
で
す
ね
」

す
る
と
女
が
笑
っ
た
。
流
行
だ
と
い
う
灰
色
の
服
に
身
を
包
ん
で
い
る
が
、

も
と
も
と
日
本
的
な
彼
女
の
顔
は
、
化
粧
つ
け
が
な
い
の
を
差
し
引
い
て
も
ひ

ど
く
地
味
な
も
の
だ
。
そ
の
顔
が
、
笑
っ
た
瞬
間
、
別
人
に
見
え
た
の
だ
。

「
サ
ー
ラ
さ
ん
、
私
、
こ
ん
な
カ
ー
ド
を
拾
っ
た
ん
で
す
」

わ
た
し
の
占
い
は
星
が
お
も
だ
が
、
画
数
も
見
る
し
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は

タ
ロ
ッ
ト
も
使
う
。
前
の
客
に
使
っ
た
時
に
落
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
こ
れ
で
す
」

わ
た
し
は
思
わ
ず
息
を
の
ん
だ
。
そ
れ
は
カ
ー
ド
な
ど
で
は
な
く
、
一
枚
の

写
真
だ
っ
た
。
し
か
も
そ
こ
に
は
、
わ
た
し
が
い
た
。

仕
事
用
の
ド
レ
ス
で
は
な
く
、
普
通
の
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
、
ま
ぎ
れ
も

な
い
わ
た
し
。
も
た
れ
掛
か
っ
て
い
る
背
の
高
い
男
は
、
二
年
来
続
い
て
い
る

私
の
恋
人
、
妻
あ
る
男
だ
。

「
そ
こ
に
写
っ
て
い
る
の
が
私
の
夫
な
ん
で
す
よ
」

女
が
ま
じ
る
ぎ
も
せ
ず
わ
た
し
を
見
る
。

か
ち
か
ち
か
ち
。
頭
の
真
上
か
ら
で
は
な
く
、
わ
た
し
の
尖
っ
た
角
を
避
け

て
押
さ
れ
た
横
か
ら
の
ノ
ッ
ク
。
〃
こ
う
い
う
手
合
い
〃
の
〃
平
凡
な
〃
関
係

を
、
さ
て
わ
た
し
は
ど
う
占
お
う
と
い
う
の
か
。

画

画筆者近況：高い評価を得た「をんな紋。まろぴだす川』（角川書店刊）の第２部『はしりぬける川｣。ますます迫力を加え絶好調発売中
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●田中正郎の化学講座・毒物シリーズ④

動物Ｉ性毒物・生物Ｉ性毒物
動物性毒物として先ず挙げられるのは、ヘビの毒である。

クレオパトラが毒蛇に手首をかませて自殺した話は有名であ

る。世界中での毒蛇による被害は年間50万人以上といわれ、そ

の内約4万人が死亡している。日本でも沖縄地方に於て、ハブ

にかまれる人が年間500～600人おり、その内２～3人は血清が

間に合わず死亡している｡マムシの被害は年間2000～3000人と

推定され、その中で10人程がなくなっている｡死亡者が少ない

のは抗議血清のおかげである。

日本で最近問題になっているのは、ヤマカガシによる被害であ

る。最近までヤマカガシは毒蛇でないとされてきたが、深く

かまれた時、のどの奥の方にドウベルノイ腺があり、それよ

り出血因子の毒成分が噴出され死亡につながる事がわかった。

1980年頃、北摂地方で幼児がヘビにかまれ重態になった。幼児

のことなので、ヘビの種類がわからず緊急処置としてマムシ

の抗識血清を注射した。一時的に良くなったがすぐに重態に

なり、なくなった。後でヤマカガシであることがわかった。

両生類のヒキガエル（ガマ）に毒の強いものがある。中国

産のシナヒキガエルの分泌腺から出る乳白色の液を集めてか

ためたものはセンソと呼ばれ､日本薬局方の毒薬に指定されて

いる｡有効成分は強心ステロイドのブホゲニンである。センソ

は日本で昔から六神丸の原料として使用されている。

溌灘瀧鐸
の中にもフタナリ（精巣の中に卵巣がまじっているもの）が

生物赤（細菌毒）としては、大腸菌O-157のべロ毒素を始め、

らいえば、ボツリヌコ菌のポツリヌストキシンである。青酸

気性菌なので、酸素のない食物の中で繁殖する｡イズシ、ソー

酸素があるので繁殖しないが、１年未満の幼児では腸内で増え

くつづく〉一次回は「人工的につくられた調勿」です一
’

Ｌ

(神戸大学医学部医m1I物学戦麹|§常雌箭師田中正郎サンヨー瑠暁(株)社昂
一
一

＝サンヨー環境株式会社

、

－ゾ

ひと

人間と機械の

調和を考える

Ｓakiの

テクノロジー
高度な機械文明を築いた､この１世紀。

川崎重工の歴史も１世紀を超えました。

私たちの新たな100年は魁まさに２１世紀。

真にあるべき人間と機械の調和を追って、

Kawasakiのテクノロジーが動きはじめますｂ

Ｒｕｅｎｎ〃

Ｂｅｇｉｎｎｍｇｓ

世界と夢の先端に。

田111Ⅲ苛重工
東京本社東京都港区浜松町2丁目４－１

（世界貿易センタービル）〒105-6116

神戸本社神戸市中央区東川崎町1丁目1-3
（神戸クリスタルタワー）〒650-8680

6４

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



あてえこ

Ｆ
落
介
、
ろ
ば
歌
４

んすせ

〈
い
つ
ま
で
も
い
ろ
は
誹
沙

い
ま
誰
謡
謎
渥
諜
針
（
あ
ら
）
わ
る
れ
繍
韓
蕊
悪
津
識
搾

る
労
幽
蕊
－
し
麺
蕊
睦
を
誘
（
い
ざ
な
）
い
て
そ
損
読
諏
雛
講
潔
一
謎
謬

ま
繁
盛
と
心
掛
と
は
ひ
と
つ
な
り

つ
尽
建
職
確
州
癖
や
蓉
鋤
幡
詣
ぞ
シ
ー
ソ
ー
は

Ｉ
心
を
配
っ
て
相
手
に
尽
せ

｝
〕
人
間
は
自
然
の
海
と
山
に
生
き

ね
願
哩
鮭
恥
蕊
雲
認
識
》
っ
と
来
る

Ｉ
生
か
さ
れ
て
居
る
屑
を
知
れ

ま
本
心
は
云
わ
ず
語
ら
ず
放
っ
て
お
け
な
何
騨
麹
唾
蝿
溌
塗
蕊
李
来
る
も
の

Ｉ
態
度
ひ
と
つ
が
表
情
に
出
る

へ
変
蕊
墓
雌
繊
譲
ら
ら
盤
叫
鞠
塞
鑑
識

と
歳
を
と
り
年
を
取
る
の
が
引
き
算
で
む
難
獣
識
灘
擁
撰
雑
も
の

心
の
霜
若
さ
の
秘
訣

ち
近
濡
鯵
鑑
腰
灘
も
の
う
占
難
嬬
蕊
誌
蕊
議
埴
い

り
理
屈
ぬ
き
理
だ
け
は
残
せ
属
は
脱
（
ぬ
）
げ
ゐ
懲
率
蕊
津
搾
詫
窪
し

理
性
正
し
て
や
る
こ
と
は
や
れ

ぬ
温
も
り
が
あ
る
う
ち
に
喰
え
手
料
理
は
の
呑
鶴
雑
龍
諦
埜
説
期
し

皆
で
喰
え
ば
味
ま
で
良
く
な
る

お
欽
漉
生
誕
塞
謬
輔
輔

る
る
ん
る
ん
と
鼻
唄
交
り
足
軽
く

胸
張
れ
足
ど
り
リ
ズ
ム
崩
す
な

を
終
り
見
て
始
め
を
知
る
こ
と
出
来
る
も
の
く
劇
凱
溌
麓
詞
在
談
戦
識

普
段
の
会
話
順
序
正
し
く

わ
若
い
け
ど
善
り
染
（
じ
）
み
た
風
（
ふ
う
）
は
よ
せ
や
優
郵
叫
唖
溌
瀦
瀧
謝
り

若
さ
の
鴬
失
敗
恐
る
な

か
勝
つ
ま
で
は
一
心
不
乱
に
鍛
え
よ
う
ま
真
緬
濡
詫
蕊
甑
彫
り
せ
ば

目
標
確
り
負
け
て
も
勝
つ
気
で

ょ
予
告
あ
り
待
つ
こ
と
楽
し
今
日
の
日
も
け
縮
鑑
諏
齢
蕊
睡
塞
蝦
目

初
心
忘
れ
ず
一
生
そ
の
気
で

た
太
陽
に
向
っ
た
よ
う
な
生
き
方
を
ふ
福
譲
諏
一
霊
確
諭
畷
蒙
ぞ

自
然
に
学
べ
天
地
創
造

L〉

ろ
ばゴ

その９

も

根
生
で
頑
張
る
人
は
仰
け
り

後
ろ
姿
に
男
の
魅
力

縁
が
有
り
結
ば
れ
し
娘
の
幸
福
せ
を

親
が
希
う
は
当
然
の
こ
と

天
然
は
自
然
環
境
天
体
や

宇
宙
に
始
ま
り
人
類
に
夢

朝
日
見
て
心
湧
く
湧
く
胸
を
張
り

今
日
の
一
日
感
謝
で
迎
え

悟
り
あ
り
ゆ
と
り
の
あ
る
と
き
顔
豊
か

立
居
振
舞
い
貫
禄
も
あ
る

近
々
に
遥
か
な
る
か
な
海
覗
き

竜
宮
城
の
乙
姫
に
逢
う

優
秀
な
成
綱
の
人
努
力
あ
り

普
段
の
力
継
続
と
技

面
目
は
果
せ
る
も
の
よ
誰
に
で
も

い
つ
で
も
何
所
で
も
常
に
堂
々

耳
か
ゆ
し
誰
か
が
う
わ
さ
し
て
く
れ
て

ほ
め
ら
れ
も
す
る
け
な
さ
れ
も
す
る

真
剣
に
面
と
向
い
て
対
時
し
て

ど
こ
か
ら
来
て
も
打
っ
て
返
そ
う

縁
起
良
く
神
社
の
占
い
引
い
て
み
て

大
吉
小
吉
今
日
も
楽
し
く

光
り
み
て
御
来
光
な
り
我
が
身
体

光
り
を
う
け
て
輝
き
に
け
り

目
的
は
人
の
為
な
ら
我
が
徳
よ

ひ
と
が
私
を
支
え
て
く
れ
た

た
の
し
み
は
潜
在
意
識
の
中
に
有
り

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
心
明
る
く

素
直
で
も
心
曲
が
れ
ば
理
屈
な
り

心
を
伸
ば
せ
身
体
も
伸
ぱ
せ

運
開
く
俺
の
人
生
今
に
見
ろ

》
雌
す
良
く
な
る
家
内
安
全

ひ ゑしみめゆき さ

今
井
啓
介

〈
今
啓
バ
ー
ル
（
株
）
社
長
〉

E治

ヤジマンガ９９０１
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ユ
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奮感温泉旅館､ホテルガイ階

欽山
'女性客を対象にお風呂、お

弁当、エステ、美容健康ド

リンクがセットになった

"、帰りエステプラン”は

好評。クオリティの高いサ

ービスは定評がある。当ロ

仕入れるという新鮮な素材

を生かした京風創作懐石も

絶品。

商白料金／お一人撫2食付3a０００円より（休前日45.000円より】
日帰りプラン/5,000円、８．０００円、１００００円、12000の懐石料理プラス入浴料３０００円
日帰りエステプラン（19500円）

aO78-904-0701

古泉閣

宿泊料金／お一人様2食付24.000円より
日帰りプラン／古泉弁当5.000円、有馬
有馬温泉駅より送迎パスあり

四季によって優雅に表‘情

を変える6万坪の大庭間。

９７年秋には、山小陰

,‘ザ・ロッジ,，、大浴場

馴八角堂”も誕生。日帰

りプラン“古泉弁当'，

"有馬路懐行”の他、飛

騨高山の精進料理を味わ

うなら料亭“慶月,,で。

(土曜・休前日は29000円より）
路懐石6.500円

盃078-904-0731

有馬温泉街ﾏｯﾌ゚I鳶緬認罰

有馬グランドホテル
97年秋にグランドオー

プンした中央館。最上

階の展望大浴苑“雲海，,

には、金泉露天風呂、

ハーーブ湯、ワーールプー

ルも。日帰りプラン

‘‘葵旬誹”は火人気。高

齢者や身体者への心く

ばりも行き届いている。

宿泊料金／お－人樵2食付25.000円より〈休前日は多少の料全アシカ
日帰りプラン／奏旬譜６．０００円（平日)、６‘500円(休日)。お師屋でのお食事コース
７．０００円(平日)､8.000円(休日）要予約
有馬温泉駅より送迎パスあり

盆078-904=0１８１

兵衛向陽閣
豊臣秀吉公より命名さ

れた“兵術”は、有馬で

も屈指の規模を誇る。北

摂の山並みを眺望できる

展望大浴場は、日替わり

で男女入れ替。庭同の見

えるレストラン‘‘蘭，'で、

旬の素材を吟味した“ひ

さご弁当'，が人気。

宿泊料金／お一人様2食付24.000円より

日帰りプラン／ひさご弁当６．０００円（土曜・日眠・日は6.500円）
有馬温泉駅より送迎バスあり

壷078=904-0501

銀水荘別館兆楽
有馬の温泉街を一望でき

る見晴らしのよいローシ

ョン。季節毎の豪華な料

理も定評がある。ご招待、

会議、懇親の集い、部屋

での会食まで多彩なプラ

ンを用意。炭焼レストラ

ンいろり亭“華延”には

地酒もそろう。

宿泊料金／お一人様2食付くサ・税別)20.000円(東鮪)より、３５‘000円(西館)より

日帰りプラン／お部屋での会食はお一人樵10.000円より
有、温泉駅より送迎バスあり

盃078-904-3656
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環と空気も澄みわたる〈湯泉神社）

連
載
エ
ッ
セ
イ
Ｉ
私
の
有
馬
温
泉
①

結
び
の
湯神

戸
電
鉄
で
有
馬
へ
向
か
う
と
一
駅
ご
と
に
緑
が
深
く
な
る
．

秋
は
燃
え
、
冬
は
髪
に
雪
が
と
ま
る
、
あ
の
風
景
を
な
つ
か
し
く

思
い
出
す
。

今
は
車
で
す
い
す
い
と
三
十
分
で
湯
煙
の
郷
に
着
く
．
大
阪
の

人
も
神
戸
の
私
た
ち
も
、
こ
ん
な
近
く
に
こ
ん
な
豊
か
な
温
泉
を

も
っ
て
い
て
幸
せ
だ
。

宿
の
思
い
出
も
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
快
適
満
足
な
宿
よ
り
も
何
か

が
あ
っ
た
宿
の
ほ
う
が
心
に
残
る
。

最
初
に
有
馬
へ
行
っ
た
の
は
ワ
イ
ワ
イ
組
で
、
川
柳
仲
間
と
一

緒
だ
っ
た
。
金
の
湯
銀
の
湯
が
珍
し
く
、
何
べ
ん
も
出
た
り
入
っ

た
り
し
て
、
指
が
ぶ
よ
ぶ
よ
に
な
っ
た
。
朝
八
時
、
も
う
一
度
と

欲
を
出
し
て
、
裸
で
引
き
戸
を
開
け
る
と
長
靴
の
お
じ
さ
ん
が
バ

ケ
ツ
片
手
に
湯
船
を
洗
っ
て
い
ら
し
て
き
ゃ
っ
！
私
よ
り
も
お
じ

さ
ん
が
尻
も
ち
を
つ
い
た
あ
の
日
。

そ
れ
か
ら
何
度
も
家
族
で
訪
ね
た
春
夏
秋
冬
。
い
つ
か
私
は
一

人
き
り
に
な
っ
て
い
た
。
一
人
で
冬
の
有
馬
へ
泣
き
に
行
っ
た
。

子
ら
は
巣
立
ち
、
夫
に
は
死
に
別
れ
た
女
に
、
有
馬
の
湯
は
と
て

も
や
さ
し
か
っ
た
。
か
ら
こ
ろ
と
下
駄
を
鳴
ら
し
て
い
る
う
ち
に
、

ふ
と
胸
の
深
く
に
好
き
な
人
が
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
髪
を

洗
っ
て
打
ち
払
っ
て
も
、
そ
の
人
は
消
え
な
い
。

縁
と
は
何
と
不
思
議
な
も
の
だ
ろ
う
。
二
年
経
っ
て
私
は
そ
の

人
と
有
馬
で
結
ば
れ
た
。
二
人
共
五
十
代
と
い
う
こ
と
さ
え
忘
れ

て
電
車
で
ご
っ
と
ん
ご
っ
と
ん
、
胸
は
ど
つ
き
ん
ど
つ
き
ん
の
夢

見
心
地
。

「
あ
、
乗
り
換
え
駅
！
」
、
私
が
慌
て
た
も
の
だ
か
ら
彼
も
慌
て
て

飛
び
降
り
た
。
電
車
に
鞄
を
忘
れ
て
汗
を
か
い
た
の
も
な
つ
か
し

い
。
東
京
の
人
だ
っ
た
彼
は
、
有
馬
の
一
夜
か
ら
神
戸
大
好
き
に
な

っ
て
く
れ
て
、
つ
い
で
に
私
も
好
き
に
な
っ
て
く
れ
て
、
私
た
ち

は
結
婚
し
た
。

「
ね
え
、
有
馬
へ
行
こ
う
よ
」
と
、
ど
ち
ら
か
が
い
う
日
は
ケ
ン

カ
の
あ
と
が
多
い
。
結
び
の
湯
は
仲
直
り
の
湯
で
も
あ
る
。

そ
う
し
て
六
十
代
の
今
は
、
い
た
わ
り
坂
に
な
っ
た
。
湯
の
匂

う
坂
道
を
少
う
し
照
れ
て
手
を
つ
な
ぐ
。

有
馬
の
近
く
の
狼
谷
に
墓
も
建
て
た
。
死
ん
で
も
温
泉
に
入
り

た
い
楽
天
夫
婦
の
墓
で
あ
る
。

（
川
柳
作
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

時
実
新
子
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